
◆
 

「
 

『深い学び』を具現する授業デザイン例
 
」について

 

  

令和５年度の相双教育アピールのキャッチフレーズは、「新しい学びのかたちを相双から」です。 

  令和３年１月の中央教育審議会により取りまとめられた、これからの時代にふさわしい初等中等教育の在

り方に関する答申を踏まえ、相双教育事務所からも新しい時代に対応した学びのかたちを発信していくこと

が必要であると考えています。 

  そこで、今、求められている「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に向けて、授業展開の一

例などを示した「主体的・対話的で深い学びの授業改善に向けたポイント」と「『深い学び』を具現する授業

デザイン例」を作成しました。是非ご活用ください。 

 

 その１：主体的・対話的で深い学びの授業改善に向けたポイント  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  その２：「深い学び」を具現する授業デザイン例（各教科） 

 

 

 

福島県教育委員会発行「令和４年度福島県小・中

学校教育課程研究協議会資料」から、各教科の「主

体的・対話的で深い学びの授業改善に向けたポイン

ト」を掲載しています。 

小学校と中学校のつながり、指導の系統性が見え

るように、上下に併記しています。 

今年度は、新たに以下の９つの授業デザイン例を

追加しました。 

・国語(小学校３学年) ・社会(小学校３学年) 

・社会(小学校４学年)  ・社会(小学校６学年) 

・数学(２学年)    ・理科(小学校６学年) 

・図画工作(１､２学年) ・保健体育(１､２学年)  

・外国語〔英語〕(中学校１学年) 

 

 

 

 

「深い学び」のカギとなる授業者の仕掛けや発問

は、太線で囲んでいます。 

令和５年度相双教育アピールに掲載されている 

「『学習者』の視点（①～⑬）と『授業者』の視点（A

～U）」を踏まえて、授業デザイン例を作成しました。 

双方の視点が往還することによって、「主体的・

対話的で深い学び」の実現につながります。 

「本時における『深い学び』を具現する仕掛けや

発問」について、ポイントをまとめました。 


